
地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業 おおめ

事 業 名 地区名 大目
農地整備事業

くりはらし

関係市町村 宮城県栗原市 事業主体 宮城県

事業目的 本地区は宮城県の北部に位置し、地区北側に一級河川迫川が流れる平坦な水田地
帯であり、水稲を中心とした複合経営農業で良質米の産地として確立した農村地帯
である。
本地区の農地は、昭和初期の耕地整理事業により整備された10a以下の小区画と

なっており、農道が狭小で大型機械の通行ができず、水路は用排兼用の土水路とな
っており排水が悪く営農に支障をきたしている。
このため、国営かんがい排水事業等と一体的に区画整理によるほ場の大区画化を

行い､優良農地を確保し、担い手への農地集積の加速化を図り、本地域の農業競争
力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

135 ha 140 戸 2,941 百万円 平成29～34年度

主要工事 区画整理 135ha

関連事業 国営かんがい排水事業 迫川上流地区
国営かんがい排水事業 迫川上流二期地区
県営かんがい排水事業 迫川上流２期地区
県営水質障害対策事業 若柳南地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

4,107 百万円 3,795 百万円 1.08 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：大目地区土地改良事業計画概要書（宮城県農林水産部農村振興課作成）
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農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　大目地区

県内位置図

凡例



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業 ひがしだ

事 業 名 地区名 東田
農地整備事業

くりはらし

関係市町村 宮城県栗原市 事業主体 宮城県

事業目的 本地区は、宮城県の北部に位置し、地区南側に一級河川小山田川が流れる平坦な
水田地帯であり、水稲を中心とした複合経営農業で良質米の産地として確立した農
村地帯である。
本地区の農地は、昭和初期の耕地整理事業により整備された10a以下の小区画と

なっており、農道が狭小で大型機械の通行ができず、水路は用排兼用の土水路とな
っており排水が悪く営農に支障をきたしている。
このため、本事業により区画整理によるほ場の大区画化を行い、優良農地を確保

し、担い手への農地集積の加速化を図り、本地域の農業競争力の強化を図るもので
ある。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

81 ha 172 戸 1,766 百万円 平成29～36年度

主要工事 区画整理 81ha

関連事業 県営かんがい排水事業 小山田川沿岸地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,502 百万円 2,394 百万円 1.04 総費用総便益比方式

概要図 別紙のとおり

出典：東田地区土地改良事業計画概要書（宮城県農林水産部農村振興課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　東田地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 中名生・下名生

なかのみよう・しものみよう

農地整備事業

関係市町村 宮城県柴田郡柴田町 事業主体 宮城県
しば た ぐんしばたまち

事業目的 本地区は､宮城県の南部に位置し､地区北側に一級河川白石川、東側には一級河川
阿武隈川が流れる平坦な水田地帯である。
本地区の農地は、昭和初期の耕地整理事業により整備された10a以下の小区画と

なっており、農道が狭小で大型機械の通行ができず、水路は用排兼用の土水路とな
っており排水が悪く営農に支障をきたしている。
このため、本事業により区画整理によるほ場の大区画化を行い、優良農地を確保

し、担い手への農地集積の加速化を図り、本地域の農業競争力の強化を図るもので
ある。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

87 ha 254 戸 1,858 百万円 平成29～34年度

主要工事 区画整理 87ha

関連事業 －

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,724 百万円 2,590 百万円 1.05 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：中名生・下名生地区土地改良事業計画概要書（宮城県農林水産部農村振興課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　中名生・下名生地区



地区別事業概要

事 業 名 農業競争力強化基盤整備事業 地区名 下新 城 笠岡西部
しもしんじようかさおかせい ぶ

農地整備事業

関係市町村 秋田県秋田市 事業主体 秋田県
あき た し

事業目的 本地区は、秋田県秋田市の北部に位置し、一級河川雄物川の支流である一級河川

新城川の両岸に広がる農業地帯であり、水稲を中心とした営農が展開されている。

本地区の農地は、昭和23～26年に整備されているが、区画は10aと小さく、農道

も狭小であることから、大型機械導入の妨げとなっている。また、用排水路の老朽

化が著しく水管理や維持管理に多大な労力を費やしているとともに、漏水等によ

り、農業用水の確保に支障が生じるなど営農に支障をきたしている。

このため、本事業により区画整理による大区画化や用排水路及び暗渠排水を整備

することで生産性の高い優良農地を確保するとともに、担い手への農地集積の加速

化を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

45ha 77戸 1,100百万円 平成29～34年度

主要工事 区画整理 45ha

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

1,441百万円 1,205百万円 1.19 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：下新城笠岡西部地区土地改良事業計画概要書（秋田県農林水産部農山村振興課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　下新城笠岡西部地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業

事 業 名 地区名 河戸川・浅内

かわ と がわ あさない

農地整備事業

関係市町村 秋田県能代市 事業主体 秋田県

の しろ し

事業目的 本地区は、秋田県能代市の南西部に位置し、一級河川米代川の支流である一級河

川悪戸川の上流部に広がる農業地帯であり、水稲を中心とした営農が展開されてい

る。

本地区の農地は、昭和29～31年の積寒事業と、昭和36～40年の非補助事業で整備

されているが、区画は10aと小さく、農道も狭小であることから、大型機械導入の

妨げとなっている。また、用排水路の老朽化が著しく水管理や維持管理に多大な労

力を費やしているとともに、漏水等により、農業用水の確保に支障が生じるなど営

農に支障をきたしている。

このため、本事業により区画整理による大区画化や用排水路及び暗渠排水を整備

することで生産性の高い優良農地を確保するとともに、担い手への農地集積の加速

化を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

247ha 261戸 5,959百万円 平成29～34年度

主要工事 区画整理 247ha

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

7,939百万円 6,351百万円 1.25 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：河戸川・浅内地区土地改良事業計画概要書（秋田県農林水産部農山村振興課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　河戸川・浅内地区
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